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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年９月期第３四半期 47,481 － 9,835 75.6 10,607 95.3 7,228 111.3

2021年９月期第３四半期 13,034 31.6 5,601 105.0 5,431 103.2 3,420 90.4

（注）包括利益 2022年９月期第３四半期 7,315百万円（108.5％） 2021年９月期第３四半期 3,508百万円（89.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年９月期第３四半期 84.63 －

2021年９月期第３四半期 40.07 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年９月期第３四半期 141,530 35,091 24.7

2021年９月期 91,899 29,391 31.8

（参考）自己資本 2022年９月期第３四半期 34,984百万円 2021年９月期 29,243百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年９月期 － 0.00 － 18.50 18.50

2022年９月期 － 0.00 －

2022年９月期（予想） 46.00 46.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 56,500 － 11,000 110.2 11,500 123.4 7,700 161.3 90.16

１．2022年９月期第３四半期の連結業績（2021年10月１日～2022年６月30日）

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
２.「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年９月

期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。当該会計基準等の適用により、不動産フ
ァンド事業における不動産小口化商品の販売に関する会計処理について、前期までの当社利益相当額（当社役務手数料相当額）を売上高
に計上する方法から販売価額相当額を売上高に計上する方法に変更しており、売上高は前年同四半期と比較して大きく増加しているた
め、対前年同四半期増減率は記載しておりません。なお当該売上高の計上方法の変更による上記各利益への影響はありません。2021年９
月期第３四半期の売上高は、当該会計基準等適用前の金額であり、不動産ファンド事業について同じ方法で処理した場合の売上高は
26,218百万円となります。

（２）連結財政状態

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年９月期 
第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年９月期の連結業績予想（2021年10月１日～2022年９月30日）

（注）１. 直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無
２.「１．2022年９月期第３四半期の連結業績」(注)２に記載のとおり、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月 

31日)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、不動産ファンド事業の売上高の計上方法を変更したことから、売上高は前期と 
比較して大きく増加しているため、対前期増減率は記載しておりません。不動産ファンド事業について同じ方法で処理した場合の2021 
年９月期の売上高は、33,584百万円となります。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年９月期３Q 89,073,600株 2021年９月期 89,073,600株

②  期末自己株式数 2022年９月期３Q 3,667,241株 2021年９月期 3,664,831株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年９月期３Q 85,407,671株 2021年９月期３Q 85,376,861株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料14ページ「２.四半期連結財務諸表及び主な注記(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の変更)」を 

ご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり

ます。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料８ページ「連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。
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2020年９月期

第３四半期

2021年９月期

第３四半期

2022年９月期

第３四半期 増減額 増減率

 売上高 9,905 13,034 47,481 － －

 売上原価 2,563 2,584 32,573 － －

 販売費及び一般管理費 4,610 4,849 5,073 223 4.6％

　 営業利益 2,731 5,601 9,835 4,234 75.6％

 営業外収益 1,777 2,174 1,549 △624 △28.7％

 営業外費用 1,836 2,344 777 △1,566 △66.8％

　 経常利益 2,672 5,431 10,607 5,176 95.3％
　 親会社株主に帰属する
　 四半期純利益 1,797 3,420 7,228 3,807 111.3％

 リース事業組成金額 142,499 136,890 217,888 80,998 59.2％

 出資金販売額 68,148 85,406 55,690 △29,716 △34.8％

 不動産小口化商品販売額 5,340 14,500 35,090 20,590 142.0％

リース事業組成金額 組成したオペレーティング・リース事業案件のリース物件の取得価額の合計額であります。

出資金販売額

出資金（オペレーティング・リース事業の匿名組合出資持分及び任意組合出資持分）について、リース開始日

までに投資家へ私募の取り扱いを行った額及びリース開始日時点で当社が一旦立替取得し、（連結）貸借対照

表の「商品出資金」に計上したものについて、投資家へ譲渡した額の合計額であります。なお信託機能を活用

した航空機リース事業案件に係る信託受益権譲渡価額を含めております。

不動産小口化商品販売額 信託受益権１個1,000万円に販売個数を乗じた額となります。

１．当四半期決算に関する定性的情報

　当社グループは、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下

「収益認識会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。この

結果、当第３四半期連結累計期間における売上高及び売上原価は、前第３四半期連結累計期間と比

較して大きく増加しており、以下の経営成績に関する説明の売上高及び売上原価については、増減

額及び前年同期比増減率を記載しておりません。収益認識会計基準等の適用の詳細については、

「２.四半期連結財務諸表及び主な注記　(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項　(会計方針の

変更)」をご参照ください。

（１）経営成績に関する説明

(単位：百万円）

（注）本項目における用語の説明

　当第３四半期連結累計期間においては、世界経済・日本経済ともに、新型コロナウイルス感染症

による影響が緩和され、景気は持ち直す動きもみられましたが、ウクライナ情勢の長期化や中国に

おける経済活動の抑制の影響などが懸念される中で、原材料価格の上昇や供給面での制約等、依然

として先行きは不透明な状況となりました。このような状況のもと、当社グループは、中期経営計

画に従い、各種施策の実施に努めました。

当社のリースファンド事業においては、収益率の高い案件の出資金の販売が好調に推移するとと

もに、不動産ファンド事業においても、旺盛な需要のもと、積極的な組成を行うとともに不動産小

口化商品の販売が好調に推移しました。
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2021年９月期

第３四半期

2022年９月期

第３四半期
増減額

 売上高 13,034 47,481 －

  リースファンド事業 10,436 11,199 762

  不動産ファンド事業 1,747 35,312 －

  その他事業 850 970 119

これらの結果に加え、前連結会計年度に損失処理が完了したAir Mauritius Limitedが賃借人とな

るオペレーティング・リース事業(以下、当該リース事業を「AML案件」という。)に関して、前第３

四半期連結累計期間に998百万円の損失を計上したものの、当第３四半期連結累計期間においては発

生せず、また、処理が完了したこともあり、連結売上高は47,481百万円、営業利益は9,835百万円

（前年同期比75.6％増）、経常利益は10,607百万円（前年同期比95.3％増）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は7,228百万円（前年同期比111.3％増）となり、売上高・各利益ともに、前年同期

比（売上高は、不動産小口化商品の販売に関する会計処理に関して、当第３四半期連結累計期間と

同じ方法で処理した場合と比較）でほぼ倍増となり、コロナ禍からの脱却が鮮明となりました。

売上高

(単位：百万円）

売上高は47,481百万円となりました。

（リースファンド事業）

　出資金販売額は55,690百万円（前年同期比34.8％減）となりましたが、収益率の高い案件の出資

金販売が好調に継続した結果、第３四半期連結累計期間の売上高は、前年度の通期の売上高11,161

百万円を超過する11,199百万円（前年同期比7.3％増）となりました。また、リース事業組成金額

は、2022年３月のコンテナを対象とした過去最大規模となる組成を実施後も案件が継続し、コンテ

ナの組成金額が過去最高の年間組成額を更新する等、積極的な組成を行った結果、217,888百万円

（前年同期比59.2％増）となりました。

（不動産ファンド事業）

　第２四半期連結累計期間に引き続き、旺盛な需要のもと、積極的な組成を行うとともに販売が好

調に推移した結果、不動産小口化商品販売額が当第３四半期連結会計期間（３か月）は12,390百万

円と四半期会計期間（３か月）としては過去最高となる等、売上高は35,312百万円となりました。

（その他事業）

　その他事業の売上高は970百万円（前年同期比14.1％増）となりました。このうち、FinTech事業

の売上高は343百万円（前年同期比5.8％増）、保険事業の売上高は341百万円（前年同期比44.1％

増）となりました。

(注)FinTech事業、保険事業、M＆A事業、プライベートエクイティ事業及び航空事業等を総称して、「その他事業」としております。

売上原価

　売上原価は、不動産小口化商品の販売に係る原価の計上等により32,573百万円となりました。
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「実績」

2021年９月期

第３四半期

「参考」

2021年９月期

第３四半期

2022年９月期

第３四半期
増減額

売上高 13,034 26,218 47,481 21,263

リースファンド事業 10,436 10,436 11,199 762

不動産ファンド事業（注） 1,747 14,930 35,312 20,381

その他事業 850 850 970 119

売上原価 2,584 15,767 32,573 16,805

売上総利益 10,450 10,450 14,908 4,457

2021年９月期

 第３四半期

2022年９月期

 第３四半期
増減額

販売費及び一般管理費 4,849 5,073 223

人件費 2,815 2,964 149

その他 2,034 2,108 74

＜参考＞「収益認識に関する会計基準」適用の影響について

　不動産ファンド事業における不動産小口化商品の販売に関する会計処理に関して、前第３四半期

連結累計期間について、当第３四半期連結累計期間と同じ方法で処理した場合の売上高、売上原価

及び売上総利益は以下のとおりであります(「参考」に記載した金額）。

（単位：百万円）

(注）不動産ファンド事業の売上高は、積極的な組成を行うとともに販売が好調に推移した結果、

35,312百万円（前年同期比（不動産小口化商品の販売に関する会計処理に関して、当第３四半

期連結累計期間と同じ方法で処理した場合と比較）136.5％増）となっております。

販売費及び一般管理費

(単位：百万円）

　販売費及び一般管理費は5,073百万円（前年同期比4.6％増）となりました。

　これは、主に人件費が2,964百万円（前年同期比5.3％増）、その他の費用が2,108百万円（前年同

期比3.7％増）となったことによるものであります。

(注）人件費には、給料手当、賞与（引当金繰入額含む）、法定福利費、福利厚生費、退職給付費用、人材採用費等を含めております。

営業利益

　上記の結果、営業利益は9,835百万円（前年同期比75.6％増）となりました。
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2021年９月期

第３四半期

2022年９月期

第３四半期
増減額

 営業外収益 2,174 1,549 △624

   受取利息 378 181 △197

   金銭の信託運用益 916 577 △339

   不動産賃貸料 61 420 358

   貯蔵品評価損戻入益 525 － △525

   持分法投資利益 179 34 △145

   為替差益 － 310 310

   その他 111 24 △86

 営業外費用 2,344 777 △1,566

   支払利息 600 281 △318

   支払手数料 714 364 △350

   為替差損 818 － △818

   減価償却費 192 － △192

   その他 18 131 113

営業外収益／営業外費用

(単位：百万円）

　営業外収益は1,549百万円（前年同期比28.7％減）となりました。これは、前第３四半期連結累計

期間においてAML案件に関連し発生した貯蔵品評価損戻入益525百万円が当第３四半期連結累計期間

には発生しなかったこと、また投資家から収受している商品出資金の立替利息相当額の減少に伴い

受取利息が181百万円（前年同期比52.1％減）となった他、金銭の信託運用益が577百万円（前年同

期比37.0％減）、不動産賃貸料が420百万円（前年同期比582.5％増）、為替差益が310百万円（前年

同期は818百万円の為替差損）となったこと等によるものであります。

営業外費用は777百万円（前年同期比66.8％減）となりました。これは、前第３四半期連結累計 

期間において主にAML案件に関連し発生した為替差損818百万円及び減価償却費192百万円が当第３ 

四半期連結累計期間には発生しなかったこと、また支払手数料が364百万円（前年同期比49.0％

減）、支払利息が281百万円（前年同期比53.1％減）となったこと等によるものであります。

経常利益／特別損益／親会社株主に帰属する四半期純利益

　経常利益は10,607百万円（前年同期比95.3％増）となりました。

　特別損失は86百万円（前年同期は株式会社ＦＰＧ証券の通貨関連店頭デリバティブ事業の譲渡に

伴う事業譲渡損失241百万円、株式会社ＦＰＧテクノロジーに係るのれんの減損損失289百万円の計

上等により555百万円）となりました。

　上記の結果、法人税等を控除した親会社株主に帰属する四半期純利益は7,228百万円（前年同期比

111.3％増）となりました。

なお、第１四半期連結会計期間より、当社グループの事業セグメントは「ファンド・金融サービ

ス事業」及び「航空サービス事業」へと変更しておりますが、全セグメントに占める「ファンド・

金融サービス事業」の割合が高く、開示情報としての重要性が乏しいため、セグメント情報の記載

を省略しております。
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　2021年
９月末

2022年
６月末

増減額

 資産合計 91,899 141,530 49,630

 流動資産 85,782 136,249 50,466

　（現金及び預金） 20,814 12,990 △7,823

　（組成資産） 58,629 116,868 58,238

　（その他） 6,338 6,390 52

 固定資産 6,117 5,280 △836

 負債合計 62,508 106,438 43,929

 流動負債 47,279 91,006 43,727

　（借入金・社債） 38,769 71,054 32,285

　（前受金・契約負債） 4,723 11,658 6,935

　（その他） 3,786 8,293 4,506

 固定負債 15,228 15,431 202

　（借入金・社債） 14,734 14,897 163

　（その他） 494 533 39

 純資産合計 29,391 35,091 5,700

（２）財政状態に関する説明

(単位：百万円）

（注）１.（組成資産）には、商品出資金・金銭の信託（組成用航空機）・組成用不動産を計上しております。

２.（借入金・社債）には、コマーシャル・ペーパーを含めております。

３.（前受金・契約負債)には、2021年９月末については前受金を、2022年６月末には契約負債を含めております。第１四半期連結会

計期間より「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)を適用した結果、従来前受金に計上することと

していたリースファンド事業及び不動産ファンド事業に係る前受手数料は、契約負債として表示しております。

資産の状況

　資産合計は141,530百万円(前年度末比49,630百万円の増加）となりました。その概要は以下のと

おりであります。

（流動資産）

　流動資産は136,249百万円（前年度末比50,466百万円の増加）となりました。

　・現金及び預金は12,990百万円(前年度末比7,823百万円の減少）となりました。

　・組成資産は116,868百万円（前年度末比58,238百万円の増加）となりました。このうち、未販

売の匿名組合出資持分・任意組合出資持分を計上する商品出資金は販売が好調に進んだ一方

で、海外不動産を対象とした集団投資事業案件（以下、「海外不動産投資事業案件」とい

う。）の組成を実施したこともあり、前年度末に比べ増加しました。金銭の信託（組成用航

空機）（注２）は、商品の販売を行ったものの、為替の円安影響により、前年度末に比べ増

加しました。組成用不動産は、販売が好調に進んだ一方で、当第３四半期連結会計期間に３

物件を新規に取得した結果、前年度末に比べ増加しました。
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2022年

６月末
前年度末比

　商品出資金（注１） 66,859 45,993

　金銭の信託（組成用航空機）(注２） 21,419 2,883

　組成用不動産 28,589 9,361

（組成資産の内訳）

(単位：百万円）

（注）１.不動産ファンド事業における海外不動産投資事業案件に係る任意組合出資持分を含めております。

２.当社が組成する信託機能を活用した航空機リース事業案件は、当該リース事業を遂行する特定金外信託契約に係る受益権を投資家

に譲渡するものであり、当社は、この法的実態を鑑み、未販売の当該受益権相当額を「金銭の信託（組成用航空機）」に計上して

おります。当該信託契約は、当社が信託の受託者である株式会社ＦＰＧ信託に金銭を信託し、同社が当初委託者である当社の指図

に基づき、当該金銭をもって航空機を購入したうえで、航空会社にリース・市場売却等を行うものであります。信託受益権を、投

資家に譲渡することで、委託者の地位が承継されると共に、信託財産から生じる譲渡後の損益が投資家に帰属いたします。

・上記以外の流動資産は6,390百万円（前年度末比52百万円の増加）となりました。

（固定資産）

　固定資産は5,280百万円（前年度末比836百万円の減少）となりました。

　・有形固定資産は575百万円（前年度末比158百万円の増加）となりました。

　・無形固定資産は816百万円（前年度末比141百万円の減少）となりました。

　・投資その他の資産は3,888百万円（前年度末比853百万円の減少）となりました。

負債の状況

　負債合計は106,438百万円（前年度末比43,929百万円の増加）となりました。その概要は以下のと

おりであります。

（流動負債）

　流動負債は91,006百万円（前年度末比43,727百万円の増加）となりました。

・借入金・社債は71,054百万円（前年度末比32,285百万円の増加）となりました。これは主に組成

資産の取得のための借入を進めたためであります。

・第４四半期以降に販売予定の出資金に係る手数料を含む契約負債は11,658百万円(前年度末にお

いて前受金に計上することとしていた出資金に係る手数料は当第３四半期連結会計期間末におい

ては契約負債に計上。契約負債について前年度末の前受金残高と比較した場合、前年度末比

6,935百万円の増加）となりました。

・上記以外の流動負債は8,293百万円(前年度末比4,506百万円の増加）となりました。

・機動的な資金調達が可能となるコミットメントライン契約及び当座貸越契約の総額は、当第３四

半期連結会計期間末で、105,805百万円（前年度末比2,945百万円の増加）となりました。

（固定負債）

　固定負債は15,431百万円（前年度末比202百万円の増加）となりました。これは主に、借入金・

社債が、14,897百万円（前年度末比163百万円の増加）となったことによるものであります。
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2022年９月期
(実績）

2022年９月期
(予想）

第３四半期
連結累計期間

連結会計年度

2021年10月１日～

2022年６月30日

2021年10月１日～

　2022年９月30日
前年度比

売上高 47,481 56,500 －

　リースファンド事業 11,199 13,500 21.0％

　不動産ファンド事業 35,312 41,700 －

　その他事業 970 1,300 13.9％

  営業利益 9,835 11,000 110.2％

　経常利益 10,607 11,500 123.4％

　親会社株主に帰属する
　四半期（当期）純利益

7,228 7,700 161.3％

　リース事業組成金額 217,888 260,000 63.8％

　出資金販売額 55,690 80,000 △15.4％

　不動産小口化商品販売額 35,090 41,500 99.5％

純資産の状況

　純資産合計は35,091百万円（前年度末比5,700百万円の増加）となりました。これは主に、前年度

の期末配当1,580百万円を実施した一方で、親会社株主に帰属する四半期純利益7,228百万円を計上

したことによるものであります。

　自己資本比率は、当第３四半期連結会計期間末時点で24.7％（前連結会計年度末は31.8％）とな

りました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年７月28日に公表いたしました連結業績予想から変更はありません。

　なお、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用し、不動産ファンド事業の売上高の計上方法を変更したことから、同

事業の売上高は前年度と比較して大きく増加しているため、前年度比は記載しておりません。同

事業の前年度の売上高について、当年度と同じ計上方法で処理した場合、その売上高は21,282百

万円となり、当連結会計年度の売上高41,700百万円について前年度比は95.9％増となります。

(単位：百万円）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 20,814,054 12,990,095

売掛金 994,012 860,004

営業投資有価証券 472,033 503,512

貯蔵品 17,579 18,022

商品出資金 20,866,895 66,859,988

金銭の信託（組成用航空機） 18,535,667 21,419,547

組成用不動産 19,227,283 28,589,041

その他 4,854,781 5,008,920

流動資産合計 85,782,307 136,249,133

固定資産

有形固定資産 416,918 575,792

無形固定資産

のれん 908,106 758,570

その他 50,459 58,317

無形固定資産合計 958,566 816,888

投資その他の資産

繰延税金資産 2,566,811 1,590,312

その他 2,174,801 2,297,892

投資その他の資産合計 4,741,612 3,888,205

固定資産合計 6,117,098 5,280,886

資産合計 91,899,405 141,530,019

負債の部

流動負債

買掛金 260,962 802,274

短期借入金 28,998,957 54,742,000

コマーシャル・ペーパー 4,500,000 10,000,000

１年内返済予定の長期借入金 5,270,868 6,312,918

未払法人税等 1,025,253 1,520,820

前受金 4,723,106 －

契約負債 － 11,658,830

賞与引当金 452,222 312,482

その他 2,048,494 5,657,548

流動負債合計 47,279,865 91,006,874

固定負債

社債 1,000,000 1,100,000

長期借入金 13,734,165 13,797,914

資産除去債務 118,887 119,278

退職給付に係る負債 30,416 28,093

その他 345,033 386,018

固定負債合計 15,228,503 15,431,303

負債合計 62,508,368 106,438,178

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,095,874 3,095,874

資本剰余金 2,999,433 2,980,927

利益剰余金 25,638,905 31,279,122

自己株式 △2,457,126 △2,457,126

株主資本合計 29,277,086 34,898,797

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △32,781 86,129

その他有価証券評価差額金 △974 －

その他の包括利益累計額合計 △33,755 86,129

非支配株主持分 147,706 106,914

純資産合計 29,391,037 35,091,841

負債純資産合計 91,899,405 141,530,019
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2022年６月30日)

売上高 13,034,779 47,481,921

売上原価 2,584,260 32,573,524

売上総利益 10,450,518 14,908,397

販売費及び一般管理費 4,849,243 5,073,072

営業利益 5,601,275 9,835,324

営業外収益

受取利息 378,621 181,272

金銭の信託運用益 916,744 577,597

不動産賃貸料 61,547 420,038

貯蔵品評価損戻入益 525,576 －

持分法による投資利益 179,892 34,692

為替差益 － 310,703

その他 111,694 24,959

営業外収益合計 2,174,077 1,549,263

営業外費用

支払利息 600,633 281,815

社債発行費 － 1,409

支払手数料 714,411 364,174

為替差損 818,951 －

不動産賃貸費用 8,801 76,201

減価償却費 192,122 －

その他 9,363 53,843

営業外費用合計 2,344,283 777,443

経常利益 5,431,068 10,607,143

特別損失

減損損失 289,732 47,873

固定資産除却損 1,988 2,474

関係会社株式評価損 21,646 35,956

事業譲渡損失 241,700 －

特別損失合計 555,067 86,304

税金等調整前四半期純利益 4,876,001 10,520,839

法人税、住民税及び事業税 1,361,940 2,361,146

法人税等調整額 112,116 975,105

法人税等合計 1,474,056 3,336,252

四半期純利益 3,401,944 7,184,586

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △18,947 △43,522

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,420,892 7,228,108

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2022年６月30日)

四半期純利益 3,401,944 7,184,586

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △156 974

為替換算調整勘定 88,162 71,035

持分法適用会社に対する持分相当額 18,751 58,461

その他の包括利益合計 106,757 130,471

四半期包括利益 3,508,702 7,315,058

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,511,110 7,347,993

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,408 △32,935

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　（決議） 株式の種類
配当金の

総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年12月22日

定時株主総会
普通株式 981,564 11.50 2020年９月30日 2020年12月23日 利益剰余金

　（決議） 株式の種類
配当金の

総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年12月22日

定時株主総会
普通株式 1,580,062 18.50 2021年９月30日 2021年12月23日 利益剰余金

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年10月１日　至　2021年６月30日）

１．配当金支払額

２．株主資本の金額の著しい変動

(1)自己株式の処分

当社は、2021年１月15日開催の取締役会において、当社及び当社子会社の従業員に対する譲渡制限付株式報酬

としての自己株式の処分を決議し、次のとおり実施いたしました。この結果、利益剰余金が10,857千円減少し、

自己株式が41,594千円減少しております。

① 処分した株式の種類　　　当社普通株式

② 処分した株式の総数　　　61,970株

③ 払込金額　　　　　　　　１株につき496円

④ 払込金額の総額　　　　　30,737,120円

⑤ 払込期日　　　　　　　　2021年３月９日

(2)子会社株式の追加取得

当社は、当第３四半期連結会計期間において、連結子会社であるFPG Amentum Limitedの株式を追加取得いた

しました。この結果、資本剰余金が46,440千円減少しております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年10月１日　至　2022年６月30日）

１．配当金支払額

２．株主資本の金額の著しい変動

 子会社株式の追加取得

当社は、第２四半期連結会計期間において、連結子会社であるFPG Amentum Limitedの株式を追加取得いたし

ました。この結果、資本剰余金が18,506千円減少しております。
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（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

  「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスとの交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

  この結果、不動産ファンド事業における不動産小口化商品の販売に関する会計処理について、従来は、売上高に

は、不動産の譲渡価額として顧客から受け取る額から、当社が顧客に提供するために取得した不動産の帳簿価額を

控除した、当社利益相当額（当社役務手数料相当額）を計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、当

該取引は顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が本人に該当するものとして、売上高に不動

産の譲渡価額として顧客から受け取る額を計上する方法に変更しております。これにより、売上高及び売上原価が

29,928,265千円増加しております。なお、当該変更による各損益への影響はありません。

　また、保険事業の売上高について、今後の解約により生ずると見積られる解約返戻金について、売上高から控除

する方法に変更しております。この変更による損益への影響額は軽微であります。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　これらの結果、従来の方法に比べ、当第３四半期連結累計期間の売上高が29,928,027千円、売上原価は

29,928,651千円増加しております。各損益及び利益剰余金の期首残高に与える影響は軽微です。

　また、収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示し

ていた「前受金」、「流動負債」の「その他」に含めて表示していた「前受収益」の一部は、第１四半期連結会計

期間より「流動負債」の「契約負債」に含めて表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に

定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表への影響

はありません。
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（追加情報）

（会計上の見積り及び連結の範囲の判断を行う上での新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響）

　2020年９月期連結会計年度以降、世界各国における新型コロナウイルス感染症の感染拡大及び感染拡大防止活動 

は、各国の経済環境、特に航空業界の経営環境へ悪影響を与え、当社の経営成績及び財政状態にも影響を与えまし 

た。当社はこれらの新型コロナウイルス感染症の影響は、2023年９月期中には、感染拡大前の水準まで軽減される

ものと想定し、各勘定科目の評価や、当社が保有する匿名組合出資持分に関する連結の範囲の判断を行ったうえ

で、会計処理を実施しておりました。

　足元の状況について、各国政府の政策や各企業の自助努力の成果により、経済社会活動は総じて正常化に向かっ 

ており、当社の業績も、各種施策の成果もあって、新型コロナウイルス感染症の感染拡大前の水準まで回復する見 

通しとなり、当社の会計上の見積りを行ううえで、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響は限定的なものと 

なっていると判断しております。

（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自  2020年10月１日  至  2021年６月30日)

　　  　「Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(報告セグメントの変更等に関する事項)」に記載の通りです。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自  2021年10月１日  至  2022年６月30日)

　当社グループの事業セグメントは「ファンド・金融サービス事業」及び「航空サービス事業」でありますが、全

セグメントに占める「ファンド・金融サービス事業」の割合が高く、開示情報としての重要性が乏しいため、セグ

メント情報の記載を省略しております。

(報告セグメントの変更等に関する事項)

　当社グループは、従来、事業戦略の策定主体となり得る連結会社単位を基礎として事業セグメントを区分し、報

告セグメントを「ＦＰＧ」、「ＦＰＧ　ＡＭＥＮＴＵＭ」及び「ＦＰＧ信託」としておりました。

　第１四半期連結会計期間より、経営管理区分の見直しに伴い、事業セグメントを「ファンド・金融サービス事

業」及び「航空サービス事業」に区分することに変更した結果、全セグメントに占める「ファンド・金融サービス

事業」の割合が高く、開示情報としての重要性が乏しいため、前第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結累

計期間のセグメント情報の記載を省略しております。
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